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病院の基本理念 

基本理念 

行動指針 

「地域基幹病院」及び「高度専門病院」を常に自覚し、
進歩する医療技術を駆使した良質な医療を行い、真
摯で信頼度の高い、真に優しい病院を目指す 

1.医療連携を推進し、地域医療に貢献する 
2.救急医療、高度先進医療を担う 
3.医療を受ける人々の人権擁護に強く配慮する 
4.医療に携わる者として使命感を保持し、常に研鑽を
怠らないこと 

み
な
さ
ま
に
は
、
診
察
待
ち
時
間

の
件
で
は
日
ご
ろ
よ
り
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
て
い
る
こ
と
を
、
ま
ず
も
っ
て

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。 

病
院
を
受
診
し
て
頂
い
た
皆
様
に

は
、10
月
頃
か
ら
B5
版
の
プ
リ
ン
ト
を

お
配
り
し
て
ご
案
内
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
来
る
H
18
年
1
月
1
日
か

ら
当
院
の
診
療
の
仕
組
み
が
電
子
カ

ル
テ
に
移
行
い
た
し
ま
す
。
電
子
カ
ル

テ
を
採
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
①
、

乱
雑
な
カ
ル
テ
記
入
（
と
て
も
判
読

し
が
た
い
文
字
や
文
章
）
が
な
く
な
り
、

カ
ル
テ
内
容
の
理
解
が
容
易
と
な
る
、

②
、
カ
ル
テ
や
レ
ン
ト
ゲ
ン
フ
ィ
ル
ム
の

保
管
場
所
が
不
要
に
な
る
（
現
在
は

膨
大
な
面
積
の
倉
庫
に
保
管
さ
れ
て

い
ま
す
）、
③
、
カ
ル
テ
や
フ
ィ
ル
ム
の

紛
失
な
ど
を
心
配
し
な
く
て
す
む
（
何

し
ろ
膨
大
な
数
で
あ
り
、
色
々
な
理

由
で
持
ち
だ
し
た
り
、
返
し
た
り
す

る
こ
と
が
日
常
的
に
頻
回
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
）、
④
、
カ
ル
テ
や
フ
ィ
ル
ム

の
移
動
が
不
要
と
な
る
（
カ
ル
テ
が
他

の
場
所
に
あ
る
た
め
、
届
く
ま
で
し
ば

ら
く
お
待
ち
下
さ
い
と
い
う
言
葉
が
不

要
と
な
る
、
⑤
、
カ
ル
テ
以
外
の
色
々

な
書
類
の
形
式
や
記
入
方
法
が
院
内

で
統
一で
き
、
混
乱
す
る
こ
と
が
減
少

す
る
、
⑥
、
ご
自
分
で
電
話
に
よ
る

診
察
予
約
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
（
予

約
専
用
の
電
話
回
線
を
し
き
ま
す
）、

な
ど
で
あ
り
ま
す
。 

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
こ
の
仕
組
み
に
職

員
が
慣
れ
る
ま
で
、
一
人
一
人
の
診
察

な
ど
に
要
す
る
時
間
が
長
く
な
り
、

待
ち
時
間
も
長
く
な
る
、
と
い
う
一
語

に
尽
き
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
を
使
い
こ
な

せ
れ
ば
、
本
当
に
便
利
な
も
の
と
思

い
ま
す
が
、
当
分
の
間
は
今
ま
で
と
同

じ
数
の
カ
ル
テ
を
処
理
で
き
な
く
な
る

た
め
、
病
診
連
携
を
活
用
し
て
い
た

だ
い
て
、
出
来
る
限
り
近
く
の
開
業

さ
れ
て
い
る
病
院
や
医
院
に
か
か
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
、
皆
様
に
お
願
い
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
変
心
苦

し
い
の
で
す
が
、
な
に
と
ぞ
ご
理
解
下

さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

さ
ら
に
、
来
年
の
1
月
1
日
を
も
っ

て
、
院
内
が
一
斉
に
こ
の
仕
組
み
に
切

り
替
わ
る
関
係
で
、12
月
30
日
（
朝

8
時
30
分
よ
り
）、31
日
、1
月
1
日

（
1
月
2
日
の
朝
8
時
30
分
ま
で
）
は

診
療
行
為
が
出
来
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
3
日
間
は
救
急
車
も
そ
れ
以
外

に
直
接
お
い
で
く
だ
さ
っ
た
方
に
対
し

て
も
、
院
内
が
診
療
を
お
受
け
で
き

る
状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
な
に

と
ぞ
ご
理
解
下
さ
い
。
多
治
見
市
民

病
院
に
ご
協
力
願
っ
て
対
応
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

私
ど
も
の
申
し
わ
け
な
く
思
っ
て
い
る

気
持
ち
の
一つ
の
表
現
方
法
と
し
て
、

こ
の
3
日
間
は
、
県
病
院
の
医
師
2

名
と
看
護
師
2
名
が
市
民
病
院
に
出

向
き
診
察
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

と
に
か
く
、
こ
の
3
日
間
は
県
病
院
が

開
い
て
い
な
い
の
で
、
先
ず
市
民
病
院

へ
！
と
ご
承
知
下
さ
る
よ
う
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。1
月
2
日
の
朝
8
時

30
分
か
ら
は
、
通
常
の
休
日
診
療
を

行
い
ま
す
。 

1
月
4
日
の
通
常
診
療
が
始
ま
っ

て
も
、
院
内
が
混
乱
状
態
に
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
を
回
避

す
べ
く
、
職
員
は
団
結
し
て
新
し
い
シ

ス
テ
ム
の
習
熟
に
向
け
、
日
夜
練
習
に

取
り
組
み
、
リ
ハ
ー
サ
ル
の
た
め
に
休

日
も
返
上
し
て
努
力
を
重
ね
て
お
り

ま
す
こ
と
に
、
み
な
さ
ま
、
ど
う
ぞ

温
か
い
ご
理
解
と
、
ご
支
援
を
下
さ

る
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。 県

立
多
治
見
病
院
は
新
し
い
シ
ス

テ
ム
や
医
療
機
器
を
駆
使
し
て
、
皆

様
に
優
し
く
安
心
し
て
治
療
を
受
け

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
た
ゆ
ま
ず
進

化
す
る
こ
と
を
お
約
束
し
ま
す
。 院

　
長 



リストバンドを担当医師又は病棟看護師が
入院時に患者様の手首に装着します。リスト
バンドについたバーコードと、投薬する薬品
についたバーコードを携帯用端末による「機
械」の確認と看護師による「人」の確認に
より、患者取り違え・投薬ミスなどを防ぎ
ます。 

①リストバンドを入院するすべての患者様に着用していただきます。 

携帯用端末 リストバンド 

各病棟に複数台設置された電子カルテや画像診断システムにより、医師
と一緒にディスプレイを見ながら病状の確認・手術の方法・レントゲンなど
の検査結果の説明をうけます。また将来的には、自由に移動できない方の
ために持ち運びができるノート型パソコンも設置してありますので、ベット
の上でも病状確認の説明を受けられます。 

②画像診断システムにより、医師から説明を受けます。 

画像診断システム 

ペーパレス 
紙カルテの電子化 

電子カルテと検査システムの連携 

連携医療 
他科の診療情報を共有し、診療科

の枠を超えた医療体制を目指す 

フィルムレス 
高精細モニター読影システム 

安　　全 
バーコードによる患者取違え防止 

ナースコールと各システムの連携 

サービス 
待時間表示や自動会計システムに

よる迅速化 

セキュリティ 
ICカードとパスワードによる個人

情報の保護 
電子カルテ 

・普段見ることができないカルテを、医師と一緒にディスプレイを見ながら病状を確認できます。 
・カルテ情報は生涯保存を原則としています。 

・バーコードにより患者取違え、投薬ミスを防ぎます。（入院ガイドに詳細掲載） 

・電光掲示板により待ち時間を表示します。また「番号呼出」により患者さんのプライバシーを保護します。 

・ノート型パソコンや診察室のディスプレイに表示して患者の皆様に説明したりできます。 

・受付から支払いまでを機械化にすることで高度な医療をより少ない待ち時間で提供できます。 

・ペーパレス、フィルムレスによりごみの量を減らします。 



・再来受付機での診療受付ができます。（予約のある方のみ） 
・診察終了後の会計計算ができます。 
・自動支払機での支払いができます。 

再来受付機 

平成18年1月より外来診療手続きが変わります 

～2F 総合案内を新設します～ 

※事前予約のない方は診療待ち時間短縮のためにも
電話予約の上ご来院ください 

● 診察券を入れて画面の指示に従い受付します。 
● 受付終了後に受付票が発行されます。 

総 合 案 内 

診察券を持参し受付をします 

保険証・紹介状を持参し受付をします 

●初めて当院で受診される方 

●緊急を要する方など 

●電話予約済の方 
●事前予約のある方など 

● 保険証の確認 
● 保険証の変更による手続き 
● 入院受付 

電子カルテシステムにより、今までの紙のカルテ・レントゲンフィルム・検査結果・薬の処方などの情報
をコンピューターに入力し管理します。 
それに伴い外来に設置される新しい機械などを紹介します。 



会計表示盤 

電光掲示板 

自動支払機 

帰
　
　
　
　
　
宅 

電光掲示板に受付番号が表示されます。
お持ちの「受付票」の受付番号が表示
されましたら、中待合へお入りくださ
い。 
 
※患者様のお名前でお呼びしません。 
受付番号でお呼びします。 

診療前に検査のある方は受付票で
ご案内します。 

採血は「中央採血室」で
行います。 
原則外来では行いません。 

※採血検査・放射線検査などが必要な場合は医師から指示
がありますので、受診票を持って検査を受けてください。 
※お薬の必要な方は医師が処方箋依頼を発行しますので、
院外処方を受けてください。 

会計窓口で「会計番号票」を受取ります。電光掲示板の会計番号が表示されましたら、窓口又は
自動支払機にてお支払いください。 



電子カルテ稼動に向けて職員総出で準備を重ねていますが、
当初は不慣れなために診療に時間がかかることが予想され
ます。 
ご理解とご協力をお願いします。 

岐阜県立多治見病院　広報委員会 
TEL 0572-22-5311　内線 211 
〒507-8522 
多治見市前畑町5丁目161番地 
E-mail  c22602@govt.pref.gifu.jp

編
集
後
記 

12月30日（金）午前8時30分～1月2日（月）午前8時30分まで電子カルテシステムへの移行作業によ
り救急外来業務ができません。救急で受診される方は、最寄りの病院を利用してください。 
※この期間の外来は多治見市民病院を利用してください。（この期間は当院の医療スタッフを多治見市民病院
へ派遣します） 

皆様には大変ご迷惑をおかけしますが、どうぞご理解とご協力をお願いします。 

1月4日（水）の電子カルテ導入後、外来診療は完全予約制となります。 
再来の方は事前に電話予約をしてから再来受付機にて受付を行ってください。 
予約時間については、診察の状況によって多少お待ちになることがありますのでご了承ください。 

予約受付専用ダイアル　　（0572）－21－2200 

電 話予約受付時間　　平日 午前8：30～11：00　午後1：00～4：30 

※午後の電話予約は外来診療受付時間終了後ですので翌日以降の予約となります。 

診察券については、1月から順次新しい診察券に更新します。 

年末年始の救急外来について 
 

中央採血室を新たに設けました。 

予約診療について 

診察券について 

外来受診前後の採血は一括して中央採血室で行いますのでよろしくお願いします。 
場所については下記地図を参考にしてください。新東病棟１階を予定しています。（CT室・救急外来横） 



■診療受付時間　初診・再診………………午前８時30分～午前11時まで 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（尚、再診受付機：午前８時15分～午後11時まで） 
■診療開始時間　午前９時～（診療科によっては午前８時30分～） 
■休 診 日　土・日・祝祭日、及び年末年始（12月29日～１月３日） 
※各診療科目担当医師については、都合により代診させていただく場合があります。また、異動により担当医師が変更する場合があります。 
※救急診療については、救急外来受付（内線511）まで、お問い合わせください。なお、小児科の特別外来は予約制になっております。 

（初診：１・３・５週は、第１週、第３週、第５週） 

平成17年12月１日現在 

この広報紙「けんびょういん」は当病院ホームページでもご覧頂けます。 
URL　 http://www.pref.gifu.jp/pref/tajimi_hospital/
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外来診療表 
診療科目 初診・再診別 金 

初
　
　
診 

初
　
　
診 

再
　
　
診 

再
　
　
診 

横井 

後藤 

内藤 

山下 

 

小栗 

矢島 

 

浦濱 

岩井 

 

江口 

小笹 

中藪 

亀山 

渡邊 

丸山 

洪 

丸山 

門野 

高津 

水野 

 

水野 

竹中 

鈴木 

高橋 

浅野 

木 

金山 

佐野 

坂 

後藤 

 

日比野 

横井 

横田 

山本 

花村 

 

 

森 

渡邊 

中藪 

森 

高津 

門野 

高津 

洪 

伊藤 

岩田 

 

 

加藤 

鈴木 

高橋 

浅野 

水 

森 

日比野 

平井 

戸川 

 

加藤 

吉田 

横田 

 

神戸 

 

金山 

吉川 

森 

亀山 

渡邊 

伊藤 

岩田 

伊藤 

岩田 

水野 

丸山 

 

 

加藤 

鈴木 

高橋 

浅野 

火 

花村 

秋田 

上野 

宮部 

 

村井 

横井 

 

山本 

 

 

渡辺 

有賀 

亀山 

中藪 

伊藤 

高津 

洪 

高津 

門野 

伊藤 

丸山 

 

 

竹中 

鈴木 

高橋 

浅野 

月 

有賀 

横井 

佐野 

秋田 

 

日比野 

加藤 

坂野 

 

花村 

 

金山 

輪番制 

森 

亀山 

中藪 

水野 

丸山 

水野 

岩田 

門野 

洪 

 

 

竹中 

鈴木 

高橋 

浅野 

1・3・5 

2・4

消化 

器科 

濱口 
藤本 

中島 
小口 

水野 
浜田 

間渕・山崎・稲垣・中野・高柳 

循環 

器科 

 

腎臓内科 

血液内科 

 

内分泌 

呼吸器科 

1・3・5 

 

2・4

厚生相談 

初診・再診 

初診・再診
 

 

初診・再診 

初診・再診 

再診 

内　　科 

神経内科 

整形外科 

形成外科 

眼　　科 

 
放射線科 

診療科目 初診・再診別 金 

午
　
後 

小久保 

立木 

 

 

第１・３ 

小・荒・立 

第２・４ 

岩・浜・中 

伊藤 

 

酒向 

大野 

 

 

伊藤（正） 

波多野 

 

横田 

山本 

 

桃井 

真鍋 

竹田 

中村 

冨田 

伊藤 

大隅 

佐藤 

堀田 

木 

中野 

岩城 

荒川 

 

 

 

 

 

大島 

 

 

舟橋 

宋 
 

 

伊藤 

 

横田 

山本 

飯島 

高士 

輪番制 

 

 

伊藤 

上田 

佐藤 

大隅 

堀田 

水 

浜田 

立木 

小口 

中野 

 

 

 

 

小西 

伊藤 

大島 

 

 

 

 

西沢 

 

横田 

山本 

 

高士 

三井 

真鍋 

竹田 

上田 

伊藤 

大隅 

佐藤 

堀田 

火 

岩城 

荒川 

中島 

中野 

 

 

 

 

 

小西 

 

大野 

血管
 

外科 

伊藤（正） 

伊藤 

 

横田 

山本 

 

桃井 

中村 

三井 

真鍋 

伊藤 

冨田 

堀田 

大隅 

佐藤 

月 

中野 

小久保 

浜田 

荒川 

 

 

 

 

野垣 

酒向 

 

 

徳田
 

 

 

輪番制 

 

横田 

山本 

 

高士 

竹田 

中村 

三井 

冨田 

上田 

佐藤 

大隅 

堀田 

特別 

外来 

再
　
診 

婦人 

産科 

特別外来 

初診・再診 

初診・再診 

初診・再診 

再診 

初診 

再診 

1 

2 

3
小 児 科 

新生児科 

外　　科 

消化器外科 

乳腺内分泌外科 

心臓血管外科 

初診・再診 呼吸器外科 

初診・再診 脳神経外科 

初診・再診 麻 酔 科 

初診・再診 

初診・再診 

初診・再診 

再診 

初診・再診 

再診 

初診 

皮 膚 科 

泌尿器科 

産婦人科 

歯　　科 

口腔外科 

耳鼻咽喉科 

鈴木 

前田 

村上 前田 

高橋 

村上 

鈴木 

高林 

村上 

高橋 

前田 

高林 

高林 

高橋 

鈴木 

初診 

再診 
精 神 科 

乳児 
検診 

小口 
乳児 
1ケ月 

浜田 
第１・３・５ 
岩城 
第２・４ 
 

糖尿 
相談 

［心臓］ 

荒川 
［内分泌］ 

立木 
（腎臓） 

（午後） 

（アレルギー） ［接種］ 

浜田 

 

中野 

［相談］ 

中野 

岩城 

小久保 

［血液］ 

中島 膠原病 
リウマチ科 

AM


